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はじめに 

カンキツグリーニング病は、世界各国のカンキツ類等の生産地域において重大な被害を及ぼして

いる病害である。本病は 1919 年に中華人民共和国で初めて報告され、発病したカンキツ類の枝が

「黄色い龍」のように見えたことから、中国語で Yellow dragon disease（黄龍病）を意味する

Huanglongbingと名付けられた。これまでに、アジア、中東、アフリカ、北米、中南米及び大洋州

で本病の発生が報告されている。 
現在、本病の病原体として難培養性のCandidatus Liberibacter属に属する３種の細菌が報告され

ており、ミカンキジラミ（キジラミ科）及びミカントガリキジラミ（トガリキジラミ科）により媒

介されることが知られている。本病がまだ発生していないカンキツ類等の生産国では、これらキジ

ラミ類は高いまん延能力を有するため、重要な検疫有害動物として、本病と共にその侵入を警戒し

ている。本病の侵入を強く警戒していたアメリカ合衆国では、1998年６月にフロリダ州でミカンキ

ジラミの存在が確認され、その７年後の 2005 年８月には本病の初発生が報告されている（芦原, 
2006）。2020年、本病はジョージア州、フロリダ州及びアメリカ領バージン諸島の全域並びにサウ

スカロライナ州、ルイジアナ州、カリフォルニア州及びテキサス州の一部に拡大し、アメリカ合衆

国政府は本病のまん延阻止に向け検疫措置を講じている（USDA, 2020a）。 
日本においては、本病が国内の未発生地域に侵入及びまん延した場合、基幹作物で経済的に重要

なカンキツ類等の生産に甚大な被害がもたらされる可能性がある。なお、Candidatus Liberibacter 
africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusは、輸入検疫では植物防疫法施行規則（農林省, 
1950b）別表１の検疫有害植物として規定されるとともに、同規則別表２でこれら細菌の発生国又

は地域からのカラタチ属、キンカン属及びミカン属植物を除く宿主植物の生植物（果実及び種子を

除く。）の輸入が禁止されている。また、カラタチ属、キンカン属及びミカン属の栽植用植物につい

ては、隔離検疫運用基準（農林省, 1968）に基づき国内の隔離ほ場において一定期間栽培され、特

定重要病害虫検疫要綱（農林水産省, 1978）の別表１によりこれら細菌を対象とした検査が実施さ

れている。一方、国内検疫ではCa. L. asiaticusによる病害が沖縄県及び鹿児島県の一部に発生して

いるため、同規則別表３、６及び７において未発生地域への移動制限又は移動禁止措置が行われて

いる。 
今般、本病の新たな発生国に関する情報があったことから、本細菌に対するリスク評価を実施し、

現行の検疫措置について評価するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害植物） 

１．学名及び分類 

（１）学名（Garnier et al., 2000; Jagoueix et al., 1994; LPSN, 2020; Teixeira et al., 2005a） 
Candidatus Liberibacter africanus corrig. Jagoueix et al. 1994（Laf） 
Candidatus Liberibacter africanus subsp. capensis Garnier et al. 2000（LaC） 
Candidatus Liberibacter americanus Teixeira et al. 2005（Lam） 
Candidatus Liberibacter asiaticus corrig. Jagoueix et al. 1994（Las） 
※ 培養に成功していない原核生物の学名はイタリック体のCandidatusを冠し、暫定属及

び種名は立体で表される。 
 
（２）英名、和名等（CABI, 2019; EPPO, 2020a; 日本植物病理学会, 2020; 農林省, 1950b） 

英名：Citrus huanglongbing、Citrus greening、Huang long bing (yellow dragon disease)、 
greening、leaf mottling、dieback、vein phloem degeneration 

和名：カンキツグリーニング病菌 
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（３）分類 
種類：細菌（LPSN, 2020） 
科：Phyllobacteriaceae 
属：‘Candidatus Liberibacter’ 

 
（４）シノニム（EPPO, 2020a） 

‘Candidatus Liberibacter africanus’ Jagoueix, Bové & Garnier 
‘Candidatus Liberibacter americanus’ Teixeira, Saillard, Eveillard, Danet, da Costa, 

Ayres & Bové 
‘Candidatus Liberibacter asiaticus’ Jagoueix, Bové & Garnier 
Citrus greening bacterium (heat-tolerant strain) 
Liberibacter africanum Jagoueix, Bové & Garnier 
Liberibacter asiaticum Jagoueix, Bové & Garnier 

 
（５）系統等 

当初、カンキツグリーニング病の病原体は、ウイルス又はファイトプラズマである

と考えられていたが、その後の研究により、師部局在性で難培養性のグラム陰性細菌

であることが確認された（Garnier and Bové, 1993; 2000）。これまでに Candidatus 
Liberibacter 属に属する３種が明らかになっている（Jagoueix et al., 1994; Garnier et 
al., 2000; Roberts and Pietersen, 2017; Roberts et al., 2015; Texiera et al., 2005a; 
2005b）。１つはアフリカ南部に分布する熱感受性型 Ca. L. africanum（アフリカ型。

以下「Laf」という。）で、気温 20～24℃の冷涼な条件下で発現し、１日のうち数時

間、気温が 30℃以上になる場合には発病が抑制される（Garnier and Bové, 1993）。

もう１つは主にアジア、北米及び中南米に分布する、高い気温（32℃まで）にも耐え

る熱耐性型 Ca. L. asiaticus（アジア型。以下「Las」という。）であるが、近年はエ

チオピア及びケニアにおいても発生が報告されている（Ajene et al., 2020; Bové et al., 
1974; Saponari et al., 2010）。また、2004 年、ブラジル・サンパウロ州において初報

告された Ca. L. americanus（アメリカ型。以下「Lam」という。）はオレンジを用い

た温室内での接木接種試験により、低温条件（22～24℃）及び高温条件（27～32℃）

の両方で病気を引き起こすことが確認され、熱耐性型であることが明らかとなってい

る（Bové, 2006）。 
Laf には５亜種が報告されており、それらはいずれも南アフリカ共和国で初発見さ

れた。そのうち、正式に認められている１亜種は、ミカン科の観賞植物である Cape 
chestnut（Calodendrum capense）から検出され、血清学及び分子生物学的な性質か

ら Ca. L. africanus subsp. capense（以下「LafC」という。）として報告された

（Garnier et al., 2000）。また、その他の４亜種は、正式に認められてはいないもの

の、論文報告はあり、同国に自生するミカン科植物の Clausena anisata から Ca. L. 
africanus subsp. clausenae（以下「LafCl」という。）、Teclea gerrardii から Ca. L. 
africanus subsp. tecleae（以下「LafT」という。）、Vepris lanceolata から Ca. L. 
africanus subsp. epridis（以下「LafV」という。）、Zanthoxylum capense から Ca. 
L. africanus subsp. zanthoxyli（以下「LafZ」という。）が検出されている（Roberts 
and Pietersen, 2017; Roberts et al., 2015）。 
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２．地理的分布 

（１）国又は地域（詳細は別紙１参照、下線部は令和３年12月22日改訂時に追加。） 
アジア：インド、インドネシア、カンボジア、スリランカ、タイ、台湾、中華人民共和国、

ネパール、日本（鹿児島県及び沖縄県の一部）※、パキスタン、バングラデシュ、東テ

ィモール、フィリピン、ブータン、ベトナム、マレーシア、ミャンマー、ラオス 
中東：イエメン、イラン、オマーン、サウジアラビア 
アフリカ：ウガンダ、エスワティニ、エチオピア、カメルーン、ケニア、ジンバブエ、ソマ

リア、タンザニア、ブルンジ、マダガスカル、マラウイ、南アフリカ共和国、モーリシ

ャス、ルワンダ、レユニオン 
北米：アメリカ合衆国 
中南米：アメリカ領バージン諸島、アルゼンチン、エルサルバドル、キューバ、グアテマ

ラ、グアドループ、コスタリカ、コロンビア、ジャマイカ、ドミニカ、ドミニカ共和

国、トリニダード・トバゴ、ニカラグア、パナマ、パラグアイ、バルバドス、プエルト

リコ、ブラジル、ベネズエラ、ベリーズ、ホンジュラス、マルティニーク、メキシコ 
大洋州：パプアニューギニア 

 
※ 日本では、北緯27度10分以南の南西諸島（大東諸島を含み、与論島を除く。）並びに

北緯27度58分以南、北緯27度10分以北の南西諸島及び与論島にLasが発生してい

る。 
なお、発生の経緯としては、1988年に沖縄県西表島で初めてLasによる本病が報告さ

れ（Miyakawa and Tsuno, 1989）、1997年には南北大東島を除く沖縄県全域で確認され

たことから、同年本病のまん延を防止するため、発生地域からの宿主植物等の移動制限又

は移動禁止措置を講じてきた。しかしながら、2002年４月、鹿児島県の与論島で新たに

本病の発生が確認され、発生調査により奄美群島では奄美大島を除く４島で発生が確認さ

れた。このことから、2007年３月30日付けで植物防疫法施行規則（農林省, 1950b）を

改正し、同年４月12日付けで本病に関する移動制限又は移動禁止措置を強化するととも

に、植物防疫法（農林省, 1950a）に基づく緊急防除を喜界島において開始した。その結

果、同島における本病の根絶が確認されたことから、2012年３月19日をもって緊急防

除を終了した。 
 
（２）生物地理区 

旧北区、新北区、東洋区、新熱帯区、エチオピア区及びオセアニア区の６区に分布する。 
 
３．宿主植物及び国内分布 

（１）宿主植物（詳細は別紙２参照） 
ミカン科：アエグロプシス・チヴァリエリ（Aeglopsis chevalieri）、アタランティア・ミシ

オニス（Atalantia missionis）、カロデンデュラム・カペンセ（Calodendrum 
capense）、グミミカン（Triphasia trifolia）、クラウセナ・インディカ（Clausena 
indica）、シトロンシラス・ウベリ（x Citroncirus webberi）、スウィングレア・グルティ

ノーサ（Swinglea glutinosa）、ゾウノリンゴ（Feronia limonia）、ツゲコウジ

（Severinia buxifolia）、バルサモシトラス・ダウイ（Balsamocitrus dawei）、ミクロシ

トラス・アウストララシカ（Microcitrus australasica）、ミクロシトラス・アウストラリ

ス（M. australis）、ワンピ（Clausena lansium (=C. wampi)）、カラタチ属

（Poncirus）、キンカン属（Fortunella）、サルカケミカン属（Toddalia）、ミカン属（カ
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ンキツ属）（Citrus） 
 
（２）国内における宿主植物の分布・栽培状況 

主要な宿主植物であるミカン属は42都府県で栽培されている。 
 
４．感染部位及びその症状 

（１）感染部位 
葉、枝、果実、植物全体。 

 
（２）症状 

本細菌の感染植物の初期症状は、一部の枝の葉に症状が現れ、亜鉛欠乏症のように葉脈や

その隣接組織が黄化し、のちに葉全体が黄化する。やがて他の枝にも発病し、進行すると落

葉、落果、枝枯れなどが生じる。最終的には、植物全体が衰弱し、枯死することが多い。症状

は感染植物の一部の枝にだけに現れることもある（芦原, 1997; CABI, 2019; Garnier and Bové, 
2000）。本細菌による感染植物の症状は植物の衰弱症状であるため特異性が低く、微量要素の

欠乏症状やゴマダラカミキリ（Anoplophora malasiaca）の被害等と類似している（岩波, 
2012; 岩波ら, 2009）。症状発現と葉内の本細菌の増加の関係については、症状が現れていな

い葉内で本細菌が増加した後、症状が発現し、以後の増加は認められなかったことが報告され

ている（Lopes et al., 2009）。潜伏期間は長く、数箇月から１年以上までと様々である

（EFSA, 2019）。 
本細菌のカンキツ類の植物体内における分布は偏在することが指摘されており、感染植物

であったとしても採取試料に本細菌が存在しない、又は菌濃度が検出限界以下の場合、検出を

行うことができず、感染植物を見落としてしまう可能性が考えられる（岩波ら, 2009）。 
生果実では、発育不良、奇形、着色不良が生じ、酸味や渋味が増す。種子は不稔となる

（Garnier and Bové, 2000）。生果実表面を指で押すと、外皮表面に灰白色のロウ状の痕が残

ることがある。生果実表面に緑色が残ったままとなることから、greeningという名前が付け

られた（Halbert and Manjunath, 2004）。 
本細菌は、オレンジ（Citrus sinensis）、マンダリン（C. reticulata）及びタンジェリン（C. 

reticulata x paradisi）で激しい症状を示し、レモン（C. limon）、グレープフルーツ（C. 
paradisi）及びサワーオレンジ等はやや軽度であり、ライム（C. aurantifolia）、ブンタン（ポメ

ロ）（C. grandis）及びカラタチ（Poncirus trifoliata）は耐性が高い（芦原, 1997; EFSA, 
2019）。 

 
５．移動分散方法 

（１）自然分散 
本細菌は感染植物に寄生したミカンキジラミ（Diaphorina citri Kuwayama：検疫有害動物

（日本既発生、奄美大島以南に分布））及びミカントガリキジラミ（Trioza erytreae del 
Guercio：検疫有害動物（日本未発生））が師管液を吸汁した後、健全植物への吸汁活動によ

り媒介される（芦原, 2009; CABI, 2019）。ミカンキジラミは長距離を飛翔して移動する能力は

低いとされているが、昆虫の長距離移動は自らの飛翔だけでなく気流による影響を受けること

も知られている（荒川・宮本, 2007; 藤原, 2017）。 
 
（２）人為分散 

感染植物から採取した穂木を健全植物に接木することにより本細菌が伝搬される方法（接木
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伝搬）が知られている（CABI, 2019）。 
 
６．生態 

（１）中間宿主及びその必要性 
情報なし。 

 
（２）伝染環数 

本細菌は媒介昆虫であるキジラミのリンパ節及び唾液腺で増殖することが可能であり、一度

虫体内に入ると永続的に生存及び増殖し、昆虫の吸汁行動に伴い、新たな宿主植物へ感染（移

動）する（CABI, 2019; da Graça, 1991; 井上, 2009）。また、宿主植物のミカン科は常緑の

ため、永続伝搬する媒介昆虫が年間に複数回吸汁する可能性があり、複数の伝染環を有すると

考えられる。 
 
（３）植物残さ中での生存 

情報なし。 
 
（４）耐久生存態 

情報なし。 
 
７．媒介性又は被媒介性に関する情報 

本細菌は感染植物に寄生したミカンキジラミ及びミカントガリキジラミにより媒介される（芦

原, 2009; CABI, 2019）。 
自然条件下において、Lafはミカントガリキジラミで媒介され（CABI, 2019）、Lasはミカン

キジラミにより媒介されていることが報告されている（CABI, 2019; Capoor et al., 1967）。ま

た、ブラジルに存在するLamはミカンキジラミによって媒介されることが知られており

（Texiera et al., 2005a）、近年、ミカンキジラミはアフリカのウガンダでも発生が報告され、

本細菌との関連が示唆されている（Shimwela et al., 2016）。 
実験条件下においては、それぞれのキジラミはLas及びLafの両細菌を媒介可能との報告があ

り（Massonie et al., 1976）、近年、エチオピアで発見されたLasの発生ではミカントガリキジラ

ミによって媒介されることが報告されている（Saponari et al., 2010）。 
本細菌は媒介昆虫であるキジラミのリンパ節及び唾液腺で増殖することが可能であり、一度虫

体内に入ると永続的に生存及び増殖し、昆虫の吸汁行為に伴い、新たな宿主植物へ感染する

（CABI, 2019; da Graça, 1991; 井上, 2009）。経卵伝染は起こらない（Hung et al., 2004）。媒

介昆虫体内に取り込まれた本細菌はミカンキジラミで８～12日、ミカントガリキジラミで１日

の潜伏期間を経て、新たな植物への感染が可能となる。４齢及び５齢幼虫が本細菌を獲得した場

合、実験的には本細菌の伝搬能力が明らかになっているが、通常、幼虫はその感染植物上に留ま

るため、成虫になるまでは新たな植物へ本細菌を伝搬する可能性はない（USDA, 2006）。 
 
８．被害の程度 

媒介昆虫であるキジラミによりまん延する本細菌がカンキツ類等の生産に与える被害は深刻で

ある。1990年代初頭までに、アジア並びに南部及び東部アフリカにおいて6,000万本以上のカ

ンキツ類の植物が本病により損失したと見積もられている（CABI, 2019; USDA, 2006）。 
インドネシアでは、1986～1988年にわたり400万本のカンキツ類が伐採された。1991年に

これらはマンダリンに植え替えられたが、1993年までにその40％が本細菌に感染し、1996年
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には90％が本細菌に感染したことが確認された（USDA, 2006）。 
タイでは、毎年10～15％のタンジェリンが本病により枯死し、また、カンキツ類が植え付け

後５～６年で枯死してしまう等、北部の多くのカンキツ類の生産地域では栽培を続けることが出

来なくなった（Roistacher, 1996; USDA, 2006）。 
フィリピンでは、1961～1970年の間にカンキツ類の生産地域が60％にまで減少し、1971年

には100万本以上のカンキツ類が被害を受けた地域もあった（USDA, 2006）。 
サウジアラビア南西部では、ほぼ全てのマンダリンとオレンジが本病により枯死したが、耐性

の高いライムは、ミカンキジラミの大量寄生にもかかわらず生存していた（CABI, 2019; USDA, 
2006）。 
南アフリカ共和国における本病による経済的損失は、園地あたり30～100％に上った。ま

た、1970年中期までに植栽された1,100万本のカンキツ類の植物のうち推定400万本が本病に

感染した。これまでに、カンキツ類の産業の20％を占める主要３大生産地域が、本病のため栽

培を断念せざるを得なかった（USDA, 2006）。 
ブラジルにおいては、本病が発見された６か月後の2004年９月に発生調査が行われ、サンパ

ウロ州の46自治区において本病の発生が確認された。幾つかのほ場では50%以上の植物で感染

が確認された。この結果から本病は既に10年以上前から存在していたと推測されている

（Bové, 2006）。 
 
９．防除に関する情報 

本細菌の発生地域においては、感染植物の伐採及び除去、媒介昆虫であるキジラミの防除（寄

生蜂及び殺虫剤の使用）並びに無病苗の使用が行われている。テトラサイクリンを木の幹に注入

することで、部分的に回復した事例があるが、殺菌性ではないことから繰り返し注入が必要であ

り、かつ植物毒性があることから、近年使用が減少している。本細菌の未発生地域では、検疫措

置によって、病原体及び媒介昆虫の侵入を防ぐことが最も効果的である（CABI, 2019）。 
日本では、2007～2012年に喜界島において植物防疫法（農林省, 1950a）に基づく緊急防除を

行い、根絶を達成した。緊急防除では、以下の措置を行った（農林水産省, 2007a; 2007b; 農林水

産省門司植物防疫所, 2012）。 
・ 目視による本病の発生調査を行い、本病の疑似及び類似症状を呈するカンキツ類等の植物に

ついては、PCR検定により感染の有無を確認。 
・ 検定の結果、本細菌に感染していると確認されたカンキツ類等の植物及びその感染植物から

半径５m以内のカンキツ類等の植物は伐採。 
・ 感染植物から半径500m以内では全カンキツ類等の植物を対象に本病の発生調査を行うとと

もに、ミカンキジラミの薬剤防除を実施。 
アメリカ合衆国では、一部地域に本病が発生していることから、まん延防止のため、発生地域

を検疫地域に指定し、規制を行っている。主な規制内容は以下のとおり（USDA, 2016; 2020a; 
2020b）。 
・ 検疫地域からの本細菌の宿主植物（果実並びにミカン属及びカラタチ属の種子を除く。）の州

間移動に条件を設定し、条件が満たされない場合は移動禁止。 
・ 検疫地域からの本細菌の宿主植物の苗木の移動条件：認証された無病苗の使用、害虫の侵入

を防ぐ施設内での栽培、栽培中の検査（30 日以内の間隔で症状を目視検査）、症状を示す植物

のサンプリング及び検定、出荷時に証明書を添付。 
ブラジルのサンパウロ州では、2006年時点の情報では、本細菌の全ての宿主植物の苗木を防

虫網室内で生産すること、本細菌の感染植物を伐採することを義務付けている（Bové, 2006）。 
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１０．診断、検出及び同定 

（１）生物検定 
被検植物は、感受性検定植物に接木することにより検定することが可能である。検定植物と

しては、タンジェリン又はオレンジが使用されている。接木後の検定植物は、Lafは22～24℃、

Las及びLam は22～24℃及び27～32℃の両方で症状を示す。Lafをタンジェリンに接木接種

した試験では、接木後18週目に本細菌に特異的な症状が生じた（Bové, 2006; Bové et al., 1974）。 
 
（２）遺伝子診断法 

遺伝子診断法としては、DNA ハイブリダイゼーション法、PCR 法、LAMP 法などが開発さ

れている。DNA ハイブリダイゼーション法では、Las 又は Laf にそれぞれ反応する２種類の

DNAプローブが開発されており、これらのプローブは媒介昆虫であるキジラミからの検出にも

有効との報告がある（Bové et al., 1993; CABI, 2019; Hung et al., 1999）。 
PCR 法では、Las 及び Laf 両方を検出する DNA プライマー及び、Laf のみ反応するプライ

マーが開発されている（Jagoueix et al., 1996; 浦崎ら, 2007）。また、LafCに特異的なプライマ

ーも報告されている（Garnier et al., 2000）。これらのプライマーの利用により、アフリカ及び

アジアの国々で本細菌の検出同定が行われている（Bové et al., 1993, 1996, 2000; Doe et al., 
2003; Garnier et al., 2000; Garnier and Bové, 1996, 2000; Korsten et al., 1996; Regmi et al., 1996; 
Varma et al., 1993）。PCR法により、レユニオン及びモーリシャス島では、１本の感染植物か

らLas及びLaf両方が検出された事例が報告されている（Garnier et al., 1996）。ブラジルのみ

に発生が確認されているLamを特異的に検出するプライマーも報告されている（Teixeira et al, 
2005b）。 
近年、Las を検出する新しい手法として２種のリアルタイム PCR 法がより高感度及び迅速

な検出手法として報告されており（奥田ら, 2009; 川合ら, 2010）、奥田ら（2009）のインター

カレータ―法を用いたリアルタイム PCR 法がより再現性が高いとの報告がある（松浦ら, 
2012）。 
その他、高感度な検出法として LAMP 法の有効性も報告されている（河辺ら, 2006; Okuda 

et al., 2005）。本法はPCR法と異なり一定温度で反応が進行するため、サーマルサイクラーを

必要としないことから設備負担が少なく、また、反応時間も PCR 法より短いため、迅速に本

細菌を検出できる等の特徴を持っている。さらに本法を利用したLasを検出する診断キットが

市販されている。 
これら分子生物学的手法は、本細菌を特異的に検出することが可能であり、また、種の識別

においても有効である。しかし、潜伏期間中、つまり、感染初期で症状が発現していない植物

からPCR法で本細菌を検出することは不可能との報告もある（Bové, 2006）。 
 
１１．日本における現行の植物検疫措置 

（１）輸入検疫 
本細菌は「輸入時の検査では発見が極めて困難であるなど特にリスクの高い検疫有害動植物」

に該当するため、植物防疫法施行規則（農林省, 1950b）別表２で本細菌の発生地域からのカラ

タチ属、キンカン属及びミカン属植物を除く宿主植物の生植物（果実及び種子を除く。）の輸入

が禁止されている（農林省, 1950a; 1950b）。 
カラタチ属、キンカン属及びミカン属植物の栽植用植物については、隔離検疫運用基準（農

林省, 1968）に基づき国内の隔離ほ場において一定期間栽培され、特定重要病害虫検疫要綱（農

林水産省, 1978）により本細菌を対象とした検査（生物検定を実施し、生物検定で本細菌と診

断されなかったもの全量についてPCR検定を行う。）が実施される。 
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本細菌の媒介昆虫であるミカンキジラミ及びミカントガリキジラミについては、輸入時にこ

れら媒介昆虫の有無について目視検査を実施する。なお、これら媒介昆虫は同規則別表１に規

定された検疫有害動物であり、輸入検査で発見された場合は、消毒又は廃棄となる（農林省, 
1950a; 1950b）。 

 
（２）国内検疫 

本細菌は、沖縄県及び鹿児島県の一部に発生しているため、植物防疫法施行規則により宿主

植物は発生地域から未発生地域へは原則移動禁止とされているが、カラタチ属、キンカン属及

びミカン属植物の生植物（種子及び果実を除く。）については、国の検査（症状検査及び PCR
検定又は生物検定）を受けて本細菌に感染していないこと及びミカンキジラミの付着が無いこ

とが確認されれば、未発生地域へ移動することが可能である。また、本細菌の宿主植物ではな

いが、ミカンキジラミの寄主植物であるゲッキツ、オオバゲッキツ等の生植物については、国

の検査を受けてミカンキジラミの付着がないことが確認されれば、ミカンキジラミの未発生地

域への移動が可能である（農林省, 1950a; 1950b; 農林水産省, 1997）。 
 
１２．諸外国での輸入検疫要件 

（１）大韓民国 
本細菌並びにその媒介昆虫であるミカンキジラミ及びミカントガリキジラミを対象として、

発生国からのミカン科、ネナシカズラ属（Cuscuta）及びパラミツ（ジャックフルーツ）

（Artocarpus heterophyllus）の栽植用植物（種子を除く。）の輸入を禁止している（APQA, 
2021）。 
また、輸入されたタイ産ライム葉から本細菌が検出されたことから、2019年４月11日か

らの緊急対応として、ライムの葉を輸入禁止対象植物に追加している（APQA, 2019）。 
 
（２）台湾 

Lafを対象に、サウジアラビア、イエメン、ブルンジ、カメルーン、中央アフリカ、コモロ

連合、エチオピア、ケニア、レソト、マダガスカル、マラウイ、モーリシャス、レユニオン、

ルワンダ、ソマリア、南アフリカ共和国、エスワティニ、タンザニア及びジンバブエからの

Calodendrum capense、ニチニチソウ、カラタチ属、キンカン属及びミカン属の生植物

（花、果実及び種子を除く。）の輸入を禁止している（BAPHIQ, 2021）。 
 
（３）EU及びスイス 

第三国からの、アエグレ属（Aegle）、アエグロプシス属（Aeglopsis）、アフルエグレ属

（Afraegle）、アタランティア属（Atalantia）、バルサモシトラス属（Balsamocitrus）、ブルキ

ランサス属（Burkillanthus）、カロデンデュラム属（Calodendrum）、ショワジア属

（Choisya）、ワンピ属（Clausena）、リモニア属（Limonia）、ミクロシトラス属

（Microcitrus）、ゲッキツ属（Murraya）、パムブルス属（Pamburus）、セベリニア属

（Severinia）、スウィングレア属（Swinglea）、トリファシア属（Triphasia）及びウェプリス

属（Vepris）植物（果実を除き、種子を含む。）並びにカラタチ属、キンカン属及びミカン属

及びこれらの交配種の種子について、Laf、Lam及びLasが無発生であることが確認されてい

る国を原産地とすることを要求している（EU, 2019; SPPS, 2020）。 
 
（４）ニュージーランド 

ミカン属の栽植用種子について、Laf、Lam及びLasの無発生地域が原産である旨の追記し
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た検査証明書の添付を要求している（MPI, 2021a）。また、ミカン属の栽植用生植物（休眠中

の穂木及び組織培養体に限る。）について、輸入後に隔離栽培中の検査において、Laf、Lam
及びLasについて検定を行っている（MPI, 2021b; 2021c）。 

 
（５）コスタリカ 

アメリカ合衆国フロリダ州からの栽植用ナガミゲッキツ、レモン、グミミカン、オレンジ

の生植物及びニカラグアCualquiera州からの栽植用オレンジ生植物について、生育が活発な

期間に公的な検査が行われたほ場で生産され、Las及びミカンキジラミが不在である旨を追記

した検査証明書の添付を要求している（SFE, 2021）。 
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Ⅱ 病害虫リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusに対するリスク評

価を行い、現行の検疫措置の有効性を評価するため、リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusを対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．宿主植物及び国内分布」に示す「宿主植物」であって、「４．感染部位及びその症状」

に示す部位を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

本細菌を開始点とし、その発生地域から輸入される植物を経路とした日本全域を対象とする病

害虫リスクアナリシスを開始する。 
 
  



11 

第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

要件を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合は、

それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
（１）有害動植物の日本での発生の有無及び公的防除の有無等 

本病はCandidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticus（Lafの５

亜種を含む。）の病原細菌により引き起こされ、日本では、Lasが北緯27度10分以南の南西諸

島（大東諸島を含み、与論島を除く。）並びに北緯27度58分以南、北緯27度10分以北の南西

諸島及び与論島に発生しており、発生地域からの宿主植物等の移動制限又は移動禁止措置が講

じられている。 
なお、鹿児島県の喜界島において2007年３月30日付けで開始された緊急防除は、同島にお

ける本病の根絶が確認されたことから、2012年３月19日をもって終了した。 
 
（２）定着及びまん延の可能性 

本細菌の宿主植物であるミカン科は日本で広く栽培・生育していることから、定着及びまん

延する可能性があると判断する。 
 
（３）経済的影響を及ぼす可能性 

本細菌の発生国で枯死や収量損失が報告され、沖縄県のウンシュウミカンでは着果しても肥

大せず、収穫が望めなくなる等、経済的被害を生じている報告がある。現在、本細菌（Las）は

日本において沖縄県及び鹿児島県の一部にのみ発生が確認されているが、もし、その他の種に

よる本細菌が日本に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的影響を及ぼす可能性がある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特にない。 
 
（５）有害動植物の類別の結論 

本細菌は日本の一部に発生し、発生地域からの宿主植物等の移動制限又は移動禁止措置が講

じられている。 
したがって、本細菌は、植物検疫措置に関する国際基準（以下「国際基準」という。）No. 11

「検疫有害動植物に関する病害虫リスクアナリシス」に規定された検疫有害動植物の要件を満

たすことから、本細菌に対するリスクアナリシスを実施するため、引き続き「２．農業生産等

への影響の評価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 
（１）定着の可能性の評価 

ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 

本細菌は媒介昆虫であるキジラミのリンパ節及び唾液腺で増殖することが可能であり、

一度虫体内に入ると永続的に生存し、昆虫の吸汁行動に伴い、新たな宿主植物へ感染（移

動）する。また、宿主植物のミカン科は常緑のため、永続伝搬する媒介昆虫が年に数世代

を繰り返し、１個体が複数回吸汁する可能性があるため、複数の伝染環を有すると考えら
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れる。よって、日本で生活環を維持できると考える。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

中間宿主が必須との情報がないため、評価しない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略。 

本細菌は有害植物であるため、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本細菌の宿主植物であるミカン属は 42 都府県で栽培されており、評価基準に基づき４

点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は宿主範囲の広さ 

本細菌が宿主とする植物の科は、ミカン科のみが知られている。 
（ウ）有害動植物の侵入歴 

旧北区、新北区、東洋区、新熱帯区、エチオピア区及びオセアニア区の６区に分布する。

よって、評価基準に基づき５点と評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.7点となった。 

 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）ベクター以外による伝搬 

ａ 移動距離 
本細菌はベクター以外の自然分散は知られていない。よって、本項目は評価しない。 

ｂ 伝染環数 
本細菌はベクター以外の自然分散は知られていない。よって、本項目は評価しない。 

（イ）ベクターによる伝搬 
ａ ベクターの移動距離 

本細菌は、感染植物に寄生した２種類の昆虫ミカンキジラミ及びミカントガリキジラ

ミにより伝搬されるとの報告がある。ミカンキジラミ等の自らによる長距離飛翔は知ら

れていない。よって、評価基準に基づき３点とした。 
ｂ ベクターによる媒介可能期間 

本細菌は、媒介昆虫であるキジラミのリンパ節及び唾液腺で増殖することが可能であ

り、一度虫体内に入ると永続的に生存及び増殖し、昆虫の吸汁行為に伴い、新たな宿主

植物へ感染することが知られている。よって、評価基準に基づき５点とした。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

本細菌の宿主植物であるミカン属は 42 都府県で生産されており、評価基準に基づき４

点と評価した。 
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（イ）非農作物を介した分散 
本細菌の機械的伝搬や土壌伝搬等は知られていない。よって、本項目は評価しない。 

 
ウ まん延の可能性の評価結果 

評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の４点となった。 
 
（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

本細菌の宿主植物にはミカン科のミカン属が含まれ、影響を受ける農作物の産出額の合

計は1,988億円であることから、評価基準に基づき３点と評価した。 
（イ）生産への影響 

本細菌の宿主植物であるミカン属は生産農業所得統計の対象植物であり、発生国で枯死

や収量損失が報告され、沖縄県のウンシュウミカンでは着果しても肥大せず、収穫が望め

なくなる等、経済的被害を生じている報告がある。よって評価基準に基づき５点と評価し

た。 
（ウ）防除の困難さ 

アメリカ合衆国及びブラジルで公的防除を行っている旨の情報があるが、根絶されてい

ない。 
なお、日本の鹿児島県の喜界島において 2007 年３月 30 日付けで開始された緊急防除

は、同島における本細菌の根絶が確認されたことから、2012年３月19日をもって終了し

た。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記２項目の評価点の積は 15 点となり、評価基準に基づき直接的影響の評価点は３点

となった。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

本細菌の宿主植物であるウンシュウミカン等は「農業保険法」及び「同法施行規則」並

びに「果樹農業振興特別措置法施行令」で定める農作物に該当する。よって、評価基準に

基づき１点と評価した。 
（イ）輸出への影響 

大韓民国及び台湾は、本細菌を対象に輸入禁止等の措置を要求している。よって評価基

準に基づき１点と評価した。 
 

ウ 経済的重要性の評価結果 
直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は５点

となった。 
 
（４）評価における不確実性 

特になし。 
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（５）農業生産等への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
３項目の評価点の積は93.3点となり、本細菌の農業生産等への影響の評価を「高い」と結

論付けた。 
 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）感染部位 葉、枝、果実、植物全体 

（２）国内に入り込む可能

性のある経路 

経路として考えられるものは、「栽植用植物」及び「消費用生

植物」である。 
用途 部位 経路となる可能性 

ア 栽植用植物 植物全体 ○ 

イ 消費用生植物 葉、果実 ○ 

（３）宿主植物の輸入検査量 別紙３参照 

 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

栽植用植物では、原産地で有害植物の生存に影響を与えるような加工処理は実施されな

いことから、当該有害植物が通常輸送中生き残る可能性が高い。よって、評価基準に基づ

き５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本細菌は有害植物であり、評価基準に基づき５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

栽培のために宿主植物が存在する地域へ運ばれるため、栽植用植物の評価基準に基づき、

５点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

栽植用植物は評価基準に基づき一律５点であることから、５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特にない。 
 

栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均値は５点であり、本細菌の栽植用植物を経路とした場

合の入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 
 

イ 消費用生植物（切枝・切花・果実・野菜） 
（ア）輸送中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本細菌の生存率に影響を与える加工処理等は実施していないことから、評価基

準に基づき５点とした。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本細菌は有害植物であり、評価基準に基づき５点と評価した。 
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（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 
宿主植物であるミカン属は 42 都府県で栽培されていることから、評価基準に基づき、

３点と評価した。なお、ミカン属を含むミカン科の生茎は挿し穂や接木として転用可能で

あるが、通常、消費用生植物として輸入されたものが直接ほ場に持ち込まれる可能性は低

いと考えられる。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本細菌に感染した宿主植物が輸入された場合、当該植物から日本に存在する宿主植物へ

の自然分散の方法は、ベクターによる伝搬が考えられるが、通常、ベクターは消費用植物

に寄生しない。また、国内に発生するミカンキジラミは南西諸島のみ生息し、長距離飛翔

を行わないこと、かつ、ベクターによる伝搬以外の自然分散がないことから、自然分散の

可能性は無視できる。よって、評価中止とする。 
（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
本細菌の消費用生植物を経路とした場合の入り込みの可能性の評価を「無視できる」と結

論付けた。 
 
４．Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusの病害虫リス

ク評価の結論 
本細菌は検疫有害植物であり、栽植用植物を経路として入り込む可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論

（病害虫固有のリスク） 

入り込みのリスク 
病害虫リスク評価

の結論 用途 
入り込みの可能性

の評価の結論 

高い 
ア 栽植用植物 高い 高い 

イ 消費用生植物 無視できる 無視できる 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
病害虫リスク評価の結果、Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. 

asiaticusはリスク管理措置が必要な検疫有害植物であると判断されたことから、ステージ３に

おいて、発生国からの宿主植物の輸入に伴う本細菌の入り込みのリスクを低減するための適切な

管理措置について検討する。 
 
１．Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusに対するリス

ク管理措置の選択肢の有効性及び実行可能性の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 
実施主体

（時期） 
有効性 

実行 
可能性 

①病害虫無発

生の地域、

生産地又は

生産用地の

設定及び維

持 

国際基準 No. 4
又は No. 10 の

規定に基づき

設定及び維持

する。 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植物

防疫機関が設定、管理及び維持

する病害虫無発生の地域、生産

地又は生産用地であって、媒介

昆虫の管理ができれば、リスク

を十分に低減することができ

るため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切に管理さ

れること（媒介昆虫の管理も含

む。）が必要であるが、実行可能

と考えられる。 

 
輸出国 

(輸出前) 

 
○ 

 
○ 

②システムズ

アプローチ 
複数の管理措

置を組み合わ

せる。 
 
なお、輸出国か

ら右記以外の

管理措置の組

み合わせから

なるシステム

ズアプローチ

について提案

があった場合

は、その有効性

及び実行可能

性について検

討する必要が

ある。 

システムズアプローチの一例と

しては、選択肢③に選択肢④又は

⑤の組合せが考えられる。なお、

その有効性及び実行可能性につ

いては、以下のとおりである。 
 
〔有効性〕 

 選択肢③、④及び⑤は単独で

は感染植物を見逃すおそれが

あるが、選択肢③に選択肢④

又は⑤の組合せによりリスク

を十分に低減することができ

るため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切な検査が

行われる必要があるが、実行

可能と考えられる。 

 
輸出国 

(栽培中) 
(輸出前) 

 
○ 

 

 
○ 

 

③栽培地検査 栽培期間中に 〔有効性〕    
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生育場所にお

いて植物の症

状等を観察す

る。 

 栽培期間中に、症状を明瞭に現

す場合は、有効である。 
 カラタチ属、キンカン属及びミ

カン属など本細菌に感染した

宿主植物が栽培期間中に症状

を現す場合は、有効である。 
 本細菌は潜在感染している場

合があり、また、オレンジ等で

は激しい症状を示すが、ライム

等は耐性が高い等、種によって

明瞭な症状を示さない場合が

ある。また、症状を呈する場合

であっても、微量要素の欠乏症

状等と類似しているため、有効

でない場合がある。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において媒介昆虫の適

切な防除が実施されるととも

に、適切な検査が行われる必要

があるが、実行可能と考えられ

る。 

輸出国 
(栽培中) 

▽ ○ 

④生物検定 感受性植物へ

の接木接種試

験 

〔有効性〕 
 本細菌による症状は、検定植物

に接木接種を行ったところ 18
週目に症状が現れたとの報告

があることから、生物検定を行

い、一定期間症状を観察すれ

ば、本細菌の検出が可能であ

る。 
 本細菌は潜在感染している場

合があり、また、症状を呈する

場合であっても、微量要素の欠

乏症状等と類似しているため、

確定診断のためには精密検定

が必要な場合がある。 
 
〔実行可能性〕 

 適切に管理されること（媒介昆

虫の管理も含む。）及び検定に

長期間を要するが、実行可能で

ある。 

 
輸出国 

(栽培中) 
 
 
 

輸入国 
(輸入後) 

 
▽ 
 
 
 
 
▽ 
 

 
○ 
 
 
 
 
○ 
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⑤精密検定 血清学的診断

法、遺伝子診断

法等による精

密検定を実施

する。 

〔有効性〕 
 PCR 法等の遺伝子診断法によ

り、植物体から特異的に本細菌

の検出が可能である。 
 しかし、本細菌のカンキツ類等

の植物体内における分布は偏

在することが指摘されており、

感染植物であったとしても採

取試料に本細菌が存在しない

又は菌濃度が検出限界以下の

場合、検出することができず、

感染植物を見逃すおそれがあ

る。このため、有効でない場合

がある。 
 

〔実行可能性〕 
 輸出入国において検定施設を

有するとともに、プライマー及

びポジティブコントロールが

必要であるが、実行可能と考え

られる。 

 
輸出国 

(輸出前) 
 
 
 

輸入国 
(輸入時) 

 
▽ 
 
 
 
 
▽ 
 

 
○ 
 
 
 
 
○ 
 

⑥検査証明書

への追記 
輸出国での目

視検査の結果、

当該有害動植

物の付着がな

いことを確認

し、その旨を検

査証明書に追

記する。 

〔有効性〕 
 輸出検査時に症状を明瞭に現

す場合は有効である。 
 本細菌は潜在感染している場

合があり、また、症状を呈する

場合であっても、微量要素の欠

乏症状等と類似しているため、

見逃すおそれがある。このた

め、有効でない場合がある。 
 
〔実行可能性〕 

 輸出国において適切な検査が

行われる必要があるが、実行可

能と考えられる。 

 
輸出国 

(輸出前) 
 

 
▽ 
 
 

 
○ 

⑦輸出入検査

（ 目 視 検

査） 

植物の症状等

を観察する。 
〔有効性〕 

 輸出入検査時に症状を明瞭に

現す場合は有効である。 
 本細菌は潜在感染している場

合があり、また、症状を呈する

場合であっても、微量要素の欠

乏症状等と類似しているため、

見逃すおそれがある。このた

 
輸出国 

(輸出前) 
 
 
 

輸入国 
(輸入時) 

 
▽ 
 
 
 
 
▽ 
 

 
○ 
 
 
 
 
○ 
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め、有効でない場合がある。 
 

〔実行可能性〕 
 輸出入国において通常実施さ

れている検査であり、実行可能

である。 

  

⑧隔離栽培中

の検査 

輸入後、国内の

施設において

一定期間栽培

し、生物検定

（感受性植物

への接種試験）

や精密検定を

実施する。 

〔有効性〕 
 隔離栽培期間中に選択肢④を

実施し、当該検定で本細菌と

診断されなかった場合に選択

肢⑤を実施することは、本細菌

の潜在感染の有無を確認する

ために有効である。 
 カラタチ属、キンカン属及びミカ

ン属は、本細菌の感染の有無を

精密検定等により確認できるシ

ステムが確立されているため、

有効である。 
 
〔実行可能性〕 

 多年生植物は、隔離栽培中の検

査が実行可能である。 

 
輸入国 

(輸入後) 

 

○ 

 

○ 

有効性   ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 
－：検討しない 

実行可能性 ○：実行可能 
▽：限定条件下で実行可能 
×：実行困難 
－：検討しない 

 
２．経路ごとのCandidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusに

対するリスク管理措置の選択肢の特定 
（１）栽植用植物 

ア 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、本細菌の入り

込みのリスクに対して有効な管理措置である。しかしながら、病害虫無発生地域等の設定及

び維持においては、本細菌の媒介昆虫であるキジラミに対する管理が必要である。また、病

害虫無発生地域等における宿主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受け

るため、個別案件ごとに具体的な内容を輸出国植物防疫機関が示し、日本側がその許諾を判

断する必要がある。 
地上部の症状検査（選択肢③）、生物検定（選択肢④）及び精密検定（選択肢⑤）は、本細

菌が潜在感染している場合があり、また、症状を呈する場合であっても、微量要素の欠乏症
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状等と類似している等の理由から、単独では本細菌の感染植物を見逃すおそれがあるため、

リスク低減効果が十分ではないと考えられる。しかし、選択肢③に選択肢④又は⑤を組み合

わせたシステムズアプローチ（選択肢②）の実施は、十分なリスク低減効果があり、実行可

能と考えられる。なお、選択肢②は、本細菌の感染の有無を精密検定等により確認できるシス

テムが確立されているカラタチ属、キンカン属及びミカン属植物が対象となる。また、輸出国から

上記以外の管理措置の組み合わせからなるシステムズアプローチについて提案があった場合

は、その有効性及び実行可能性について検討する必要がある。 
隔離栽培中の検査（選択肢⑦）は、システムズアプローチ（選択肢②）と同等の検査を行

うことが可能であることから、有効であり、多年生植物が対象となる場合は実行可能である

が、本細菌においては、感染の有無を精密検定等により確認できるシステムが確立されてい

るカラタチ属、キンカン属及びミカン属植物が対象となる。 
 

イ リスク管理措置の特定（栽植用植物（カラタチ属、キンカン属及びミカン属を除く。）） 
栽植用植物（カラタチ属、キンカン属及びミカン属を除く。）に対する管理措置として、本

細菌の入り込みの可能性を低減させることが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でない

ことを考慮し、以下を特定した。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、植物防疫機関により設定及び維持された病害虫無発生の地

域、生産地又は生産用地で輸出対象植物を生産し、その旨を検査証明書に追記する。 
 

なお、上記の管理措置については、日本が求める水準を満たすとともに、確実な実施に関

して担保をとる必要があるため、２国間合意に基づく必要がある。 
また、輸出国において上記の管理措置を的確に講ずることが困難であり、本細菌の入り込

みのリスクが十分に低減されないと判断できる場合は、輸入禁止措置を講ずる必要がある。 
 

ウ リスク管理措置の特定（栽植用のカラタチ属、キンカン属及びミカン属植物） 
栽植用のカラタチ属、キンカン属及びミカン属植物に対する管理措置として、本細菌の入

り込みの可能性を低減させることが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考

慮し、以下を特定した。なお、以下のいずれかの管理措置を実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（栽培中又は輸出前）において、システムズアプローチ（地上部の症状検査に生

物検定又は精密検定の組合せ）により本細菌が感染していないことを確認し、その旨を検

査証明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入後）において、全量を隔離栽培中の検査対象として、国内の施設において

一定期間栽培し、本細菌について生物検定（感受性植物への接木接種試験）を実施し、当該

検定で本病と診断されなかった場合に精密検定（PCR 法等の遺伝子診断法）を実施して、

本細菌に感染していないことを確認する。 
 
３．Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusのリスク管理

の結論 
経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、本細菌の入り込みのリスクを低減させる

効果があり、かつ必要以上に貿易制限的でないと判断した各経路の管理措置を以下にとりまとめ

た。 
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経路（対象部位） 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（種子

及び果実を除

く。） 

ミカン科：アエグロプシス・チヴァリ

エリ（Aeglopsis chevalieri）、

アタランティア・ミシオニス

（Atalantia missionis）、カロデ

ンデュラム・カペンセ

（Calodendrum capense）、

グミミカン（Triphasia trifolia）、

クラウセナ・インディカ

（Clausena indica）、シトロン

シラス・ウベリ（x Citroncirus 
webberi）、スウィングレア・グ

ルティノーサ（Swinglea 
glutinosa）、ゾウノリンゴ

（Feronia limonia）、ツゲコウ

ジ（Severinia buxifolia）、バ

ルサモシトラス・ダウイ

（Balsamocitrus dawei）、ミク

ロシトラス・アウストララシカ

（Microcitrus australasica）、

ミクロシトラス・アウストラリス

（M. australis）、ワンピ

（Clausena lansium (=C. 
wampi)）、サルカケミカン属

（Toddalia） 

○ 輸出国（輸出前）において、植物防

疫機関により設定及び維持された病

害虫無発生の地域、生産地又は生産

用地で輸出対象植物を生産し、その

旨を検査証明書に追記する。 
 
※ 上記の管理措置については、日本

が求める水準を満たすとともに、確

実な実施に関して担保をとる必要

があるため、２国間合意に基づく必

要がある。 
また、輸出国において上記の管理

措置を的確に講ずることが困難であ

り、本細菌の入り込みのリスクが十

分に低減されないと判断できる場合

は、輸入禁止措置を講ずる必要があ

る。 

ミカン科：カラタチ属

（Poncirus）、キンカン属

（Fortunella）、ミカン属

（カンキツ属）（Citrus） 

以下のいずれかの管理措置を実施。 
○ 輸出国（栽培中又は輸出前）におい

て、システムズアプローチ（地上部の

症状検査に生物検定又は精密検定の

組合せ）により本細菌が感染してい

ないことを確認し、その旨を検査証

明書に追記する。 
○ 輸入国（輸入後）において、全量を

隔離栽培中の検査対象として、国内

の施設において一定期間栽培し、本

細菌について生物検定（感受性植物

への接木接種試験）を実施し、当該検

定で本病と診断されなかった場合に

精密検定（PCR 法等の遺伝子診断

法）を実施して、本細菌に感染してい

ないことを確認する。 
なお、輸出国から、上記の管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記の管

理措置と同等のものであるかを判断する必要がある。  
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別紙１ 
 
Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusの発生国等の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 
備考（発生が確認

されている系統） 
アジア    

インド 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

インドネシア 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

カンボジア 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

スリランカ 発生 Bové, 2006; CABI, 2019 Las 
タイ 発生 Bové, 2006; CABI, 2019 Las 
台湾 発生 Bové, 2006; CABI, 2019 Las 
中華人民共和国 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Las 

ネパール 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

日本 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a; Miyakawa and Tsuno, 1989 

Las 

パキスタン 発生 Bové, 2006; CABI, 2019 Las 
バングラデシュ 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Las 

東ティモール 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

フィリピン 発生 Bové, 2006; CABI, 2019 Las 
ブータン 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Las 

ベトナム 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019 Las 
マレーシア 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Las 

ミャンマー 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

ラオス 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

中東    
イエメン 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Laf 

イラン 発生（一部） Faghihi et al., 2009; CABI, 2019; 
EPPO, 2020a 

Las 

オマーン 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2019; 2020a Las 
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サウジアラビア 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Laf 

アフリカ    
ウガンダ 発生 CABI, 2019; EPPO, 2020a; Kalyebi et 

al., 2015; Roberts et al., 2017 
Laf, LafCl 

エスワティニ 発生 CABI, 2019; EPPO, 2020a; Magomere 
et al., 2009 

Laf 

エチオピア 発生 Aubert et al., 1988; Bové, 2006; CABI, 
2019; EPPO, 2020a; Saponari et al., 
2010; Roberts et al., 2017 

Laf, Las 

カメルーン 発生 Aubert et al., 1988; Bové, 2006; CABI, 
2019; EPPO, 2020a 

Laf 

ケニア 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Laf, LafCl 

ジンバブエ 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Laf 

ソマリア 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Laf 

タンザニア 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; Shimwela 
et al., 2016 

Laf, LafCl 

ブルンジ 発生 Aubert et al., 1988; Bové, 2006; CABI, 
2019; EPPO, 2020a 

Laf 

マダガスカル 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Laf 

マラウイ 発生 Aubert et al., 1988; Bové, 2006; CABI, 
2019; EPPO, 2020a 

Laf 

南アフリカ共和国 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a; Garnier et al., 2000; Roberts 
and Pietersen, 2017; Roberts et al., 
2015 

Laf, LafC, LafCl, 
LafT, LafV, LafZ 

モーリシャス 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; Garnier et al., 
1996; EPPO, 2020a 

Laf, Las（一部） 

ルワンダ 発生 Aubert et al., 1988; CABI, 2019; 
EPPO, 2020a 

Laf 

レユニオン 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; Garnier et al., 
1996; EPPO, 2020a 

Laf, Las（一部） 

北米    
アメリカ合衆国 発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Las 

中南米    
アメリカ領バージ

ン諸島 
発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; NAPPO, 

2010 
Las 
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アルゼンチン 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; SENASA, 
2020 

Las 

エルサルバドル 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020a; EPPO, 
2020b; Gobierno de El Salvador, 2020 

Las 

キューバ 発生 CABI, 2019; EPPO, 2020a; Martínez 
et al., 2009 

Las 

グアテマラ 発生（一部・

公的防除中） 
CABI, 2019; EPPO. 2018a; EPPO, 
2020a 

Las 

グアドループ 発生（一部） EPPO, 2014; CABI, 2020; EPPO, 
2020a; Cellier et al., 2014 

Las 

コスタリカ 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; IPPC, 
2015 

Las 

コロンビア 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; 
WTO/SPS, 2018 

Las 

ジャマイカ 発生 Brown et al., 2011; CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

ドミニカ 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2012; EPPO, 
2020a 

Las 

ドミニカ共和国 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; Matos et 
al., 2009 

Las 

トリニダード・ト

バゴ 
発生（一部） CABI, 2017; CABI, 2020; EPPO, 

2020a; Fuentes et al., 2018; IPPC, 
2017 

Las 

ニカラグア 発生 CABI, 2019; EPPO, 2020a; IPSA, 
2018 

Las 

パナマ 発生（一部） CABI, 2020; EPPO, 2017; EPPO, 
2020a; IPPC, 2018; Panama America 
Web, 2019 

Las 

パラグアイ 発生（一部） CABI, 2020; EPPO, 2013; EPPO, 
2020a; Graca et al., 2016; Nelson, 
2017 

Las 

バルバドス 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; IPPC, 
2014 

Las 

プエルトリコ 発生 CABI, 2019; EPPO, 2020a; Estevez et 
al., 2010 Jenkins et al., 2015 

Las 

ブラジル 発生 Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 
2020a, Teixeira et al. 2005a 

Lam, Las 

ベネズエラ 発生（一部・

公的防除中） 
CABI, 2019; EPPO, 2018b; EPPO, 
2020a 

Las 

ベリーズ 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; Manjunath 
et al., 2010 

Las 

ホンジュラス 発生 CABI, 2020; EPPO, 2020a; Matos et 
al., 2013; Taiwan ICDF, 2019 

Las 



25 

 
※ 以下の国又は地域については、発生状況が不明のため、継続調査とする。 

（注）Laf：Ca. L. africanum（アフリカ型）、LafC：Ca. L. africanus subsp. capensis、LafCl：Ca. L. 
africanus subsp. clausenae、LafT：Ca. L. africanus subsp. vepridis、LafV：Ca. L. africanus subsp. 
tecleae、LafZ：Ca. L. subsp. zanthoxyri、Las：Ca. L. asiaticus（アジア型）、Lam：Ca. L. americanus
（アメリカ型）  

マルティニーク 発生（一部） CABI, 2020; Cellier et al., 2014; EPPO, 
2014; EPPO, 2020a 

Las 

メキシコ 発生（一部） CABI, 2019; EPPO, 2020a; NAPPO, 
2009 

Las 

大洋州    
パプアニューギニ

ア 
発生（一部） Bové, 2006; CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Las 

国又は地域 ステータス 根拠文献 
備考 

（発生が確認されている系統等） 
アジア    

香港 詳細不明 CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Las 

アフリカ    
コモロ 詳細不明 Aubert et al., 1988; 

CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Laf 
同国ではカンキツ類等を加害する

キジラミ科Diaphorina属の一種

の発生が報告されているが、本病

が発生しているとの根拠はなく、

本病と本虫との関連性は不明。 
セントヘレナ 詳細不明 Bové, 2006; CABI, 

2019; EPPO, 2020a 
Laf 
ミカントガリキジラミが発生して

いるが、本病が発生しているとの

根拠はない。 
中央アフリカ共和国 詳細不明 CABI, 2019; EPPO, 

2020a 
Laf 

レソト 詳細不明  台湾は同国からのミカン属等の生

植物について輸入禁止としている

が、発生国とする根拠はない。 
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別紙２ 
 

Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusの宿主植物の根拠 
 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 
備考（感染が確認さ

れている系統） 
Aeglopsis chevalieri ミカン科 アエグロプシス

属 
アエグロプシス・チ

ヴァリエリ 
 Halbert and Manjunath, 

2004; Knapp et al., 
2019 

系統不明 

Atalantia missionis ミカン科 アタランティア

属 
アタランティア・ミ

シオニス 
 Halbert and Manjunath, 

2004; Knapp et al., 
2019 

系統不明 

Balsamocitrus dawei ミカン科 バルサモシトラ

ス属 
バルサモシトラス・

ダウイ 
uganda 
powder flask 

Halbert and Manjunath, 
2004; Knapp et al., 
2019 

系統不明 

Calodendrum capense ミカン科 カロデンデュラ

ム属 
カロデンデュラム・

カペンセ 
cape chestnut CABI, 2019; Garnier et 

al. 2000 
LafC 

x Citroncirus webberi ミカン科 シトロンシラス

属 
シトロンシラス・ウ

ベリ 
citrange Halbert and Manjunath, 

2004 
系統不明 

Citrus ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
  CABI, 2019; EPPO, 

2020a   
Laf, Las 

Citrus aurantifolia ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
ライム lime CABI, 2019; EFSA, 

2019; EPPO, 2020a   
Laf, Las 

Citrus jambhiri ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
シトラス・ジャンブ

ヒリ 
rough lemon EFSA, 2019; EPPO, 

2020a   
Laf, Las 

Citrus limettioides ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
シトラス・ライムッ

トイデス 
palestine 
sweet lime 

EFSA, 2019; EPPO, 
2020a   

Laf, Las 

Citrus limon ミカン科 ミカン属（カン レモン lemon CABI, 2019; EFSA, Laf, Las 
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キツ属） 2019; EPPO, 2020a   
Citrus limonimedica ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
シトラス・リモニメ

ディカ 
buddha's 
fingers, 
fingered citron 

EPPO, 2020a Las 

Citrus macroptera ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
シトラス・マクロプ

テラ 
melanesia 
bitter orange 

EPPO, 2020a Las 

Citrus grandis 
(=C. maxima) 

ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
ブンタン（ポメロ） Shaddock 

(Pomelo) 
EFSA, 2019; EPPO, 
2020a  

Laf, Las 

Citrus medica ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
シトロン citron EFSA, 2019; EPPO, 

2020a  
Laf, Las 

Citrus paradisi ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
グレープフルーツ grapefruit EFSA, 2019; EPPO, 

2020a  
Laf, Las 

Citrus reticulata ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
マンダリン mandarin CABI, 2019; EFSA, 

2019; EPPO, 2020a  
Laf, Las 

Citrus reticulata x paradisi 
(=Citrus x tangelo) 

ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
タンジェリン tangelo EFSA, 2019; EPPO, 

2020a 
Laf, Las 

Citrus sinensis ミカン科 ミカン属（カン

キツ属） 
オレンジ common 

orange, sweet 
orange 

CABI, 2019; EPPO, 
2020a 

Laf, Lam, Las 

Clausena indica ミカン科 ワンピ属 クラウセナ・インデ

ィカ 
 Halbert and Manjunath, 

2004; Knapp et al., 
2019 

系統不明 

Clausena lansium 
(=C. wampi) 

ミカン科 ワンピ属 ワンピ wampee EFSA, 2019  Las 

Feronia limonia ミカン科 フェロニア属 ゾウノリンゴ wood apple CABI, 2019; Halbert 
and Manjunath, 2004 

Las 

Fortunella ミカン科 キンカン属   CABI, 2019; EPPO, 
2020a  

Laf, Las 
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※以下の植物については、宿主植物としての根拠が不明のため、継続調査とする。 

Fortunella margarita ミカン科 キンカン属 ナガキンカン kumquat EFSA, 2019; Halbert 
and Manjunath, 2004 

Las 

Microcitrus australasica ミカン科 ミクロシトラス

属 
ミクロシトラス・ア

ウストララシカ 
finger Lime Halbert and Manjunath, 

2004; Knapp et al., 
2019 

系統不明 

Microcitrus australis ミカン科 ミクロシトラス

属 
ミクロシトラス・ア

ウストラリス 
 Halbert and Manjunath, 

2004（本文献ではミカ

ンキジラミの寄主植物

としての記載） 

系統不明 

Poncirus ミカン科 カラタチ属   CABI, 2019 系統不明 
Poncirus trifoliata ミカン科 カラタチ属 カラタチ trifoliate 

orange 
EFSA, 2019; EPPO, 
2020a  

Laf, Las 

Severinia buxifolia ミカン科 セベリニア属 ツゲコウジ chinese box 
orange 

EFSA, 2019; Halbert 
and Manjunath, 2004  

Las 

Swinglea glutinosa ミカン科 スウィングレア

属 
スウィングレア・グ

ルティノーサ 
tabog Halbert and Manjunath, 

2004; Knapp et al., 
2019 

系統不明 

Toddalia ミカン科 サルカケミカン

属 
  CABI, 2019  Laf 

Toddalia lanceolata ミカン科 サルカケミカン

属 
トダリア・ランケオ

ラータ 
 Korsten et al., 1996 Laf 

Triphasia trifolia ミカン科 トリファシア属 グミミカン  Halbert and Manjunath, 
2004 

系統不明 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 
備考（感染が確認さ

れている系統） 
Citroncirus ミカン科 シトロンシラス属   EPPO, 2020a   Laf, Las 
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x Citrofortunella microcarpa 
(=Citrus x microcarpa) 

ミカン科 シトロフォーチュ

ネラ属 
シトロフォーチュネ

ラ・ミクロカルパ 
calamondin 
orange 

EFSA, 2019; EPPO, 
2020a  

Laf, Las 

Clausena ミカン科 ワンピ属   CABI, 2019 系統不明 
Clausena anisata ミカン科 ワンピ属 クラウセナ・アニサ

ータ 
 Roberts et al., 2015 LafCl 

Murraya paniculata ミカン科 ゲッキツ属 ナガミゲッキツ  CABI, 2019; EFSA, 
2019  

Las 

Rutaceae ミカン科    CABI, 2019; EPPO, 
2020a  

Laf, Las 

Teclea gerrardii ミカン科 テクレア属 テクレア・ゲルラル

ディ 
 Roberts and Pietersen, 

2017 
LafT 

Vepris lanceolata ミカン科 ベプリス属 ベプリス・ランケオ

ラータ 
 Roberts et al., 2015 LafV 

Zanthoxylum capense ミカン科 サンショウ属 ザンソキシルム・カ

ペンセ 
 Roberts et al., 2015 LafZ 

Cleome rutidosperma フウチョウ

ソウ科 
セイヨウフウチョ

ウソウ属（クレオ

メ属） 

クレオメ・ルチドス

ペルマ 
consumption 
weed, yellow 
cleome 

Brown et al., 2011; 
EPPO, 2020a 

Las 

Pisonia aculeata ニクタギナ

科 
ピソニア属 ピソニア・アクレア

ータ 
blackthorn, 
devils-claw 
pisonia, 
fingringo, 
prickly 
mampoo, wait-
a-bit cockspur 

Brown et al., 2011; 
EPPO, 2020a 

Las 

Tria octandrum ヤマゴボウ

科 
トリコスティ

chostigmグマ属 
トリコスティグマ・

オクタンドラム 
basket withe, 
black basket 
wyth, hoop 

Brown et al., 2011; 
EPPO, 2020a 

Las 
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（注１）Laf：Ca. L. africanum（アフリカ型）、LafC：Ca. L. africanus subsp. capensis、LafCl：Ca. L. africanus subsp. clausenae、LafT：Ca. L. africanus subsp. 
vepridis、LafV：Ca. L. africanus subsp. tecleae、LafZ：Ca. L. subsp. zanthoxyri、Las：Ca. L. asiaticus（アジア型）、Lam：Ca. L. americanus（アメリカ

型） 
（注２）属名の後に「spp.」の記載がないものは、根拠文献の表記のとおり記載。 
 

wiss, hoop with, 
small wiss, 
white hoop 
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別紙３ 
 

Candidatus Liberibacter africanus、Ca. L. americanus及びCa. L. asiaticusの 
宿主植物に関連する経路の年間輸入検査量（貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 

植物名 生産国 
発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Microcitrus 
australasica(ﾐｸﾛｼ
ﾄﾗｽ･ｱｳｽﾄﾗﾗｼｶ) 

ｲﾀﾘｱ ×   1 432   

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 20 758 6 739 1 198 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ×     1 6 

Microcitrus 
australasica(ﾐｸﾛｼ
ﾄﾗｽ･ｱｳｽﾄﾗﾗｼｶ(地
上部)) 

ｵｰｽﾄﾗﾘｱ × 10 95     

 
（２）消費用生植物（野菜：葉、花、茎菜類） 

単位（数量）：kg 

植物名 生産国 
発

生

国 

2018 2019 2020 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Clausena 
indica(ｸﾗｳｾﾅ･ｲﾝ
ﾃﾞｨｶ) 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰ

ﾙ 
×   1 1   
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